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分担研究報告書	 

	 

野生鳥獣が保有する病原体の汚染状況に関する研究	 

	 

分担研究者	 前田	 健	 （国立感染症研究所獣医科学部）	 
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研究要旨	 E 型肝炎ウイルスに対する抗体保有状況および E 型肝炎ウイルス感染状況の調査を

イノシシおよびシカにおいて実施した。これまでに15県のイノシシ2363頭と13道県のシカ1822

頭を調査した。その結果、イノシシにおいては 360 頭（15.2％）が抗体陽性であった。一方、

シカにおいては 1 頭（0.1％）が陽性であった。遺伝子検出に関しては、イノシシ 1471 頭中 25

頭（1.7％）、シカ 1380 頭中 1 頭（0.1％）が陽性であった。イノシシにおける抗体陽性率に関

しては、性別における違いは認められなかったが、体重が 30 ㎏以下の個体は有意に陽性率が低

かった。一方、遺伝子検出率は 30 ㎏以下の個体が有意に高かった。このことは、30 ㎏以下の個

体が E 型肝炎ウイルスに感染していること、すなわち、子猪が HEV を保有しているリスクが高

いことが示された。また、培養細胞に馴化した増殖性の速い HEV の作出にも成功した。マダニ

媒介性感染症で致死率が極めて高い重症熱性血小板減少症候群（SFTS）ウイルスのイノシシと

シカにおける感染リスクを調査した結果、15 府県のイノシシ 2110 頭中 12 県の 626 頭(29.7%)、

28 道府県のシカ 3443 頭中 23 府県の 864 頭（25.1％）から抗 SFTS ウイルス抗体が検出された。

狩猟者は HEV のみならず SFTSV に関しても注意が必要である。	 

	 

A.研究目的	 

	 リスク評価及びリスク管理に活用可能な国内の

シカ、イノシシ等の野生鳥獣が保有するヒトへの

病原体（ウイルスを中心として）の汚染状況デー

タを継続して蓄積する。国内の野生獣由来感染症

を把握することにより感染リスク分析が可能と

なり、野生獣肉の消費者のみならず、狩猟・捕獲・

解体に携わる人々への対策および提言へと結び

つく。	 

	 

B.研究方法	 

1)血清試料	 

	 日本各地より狩猟および有害鳥獣として捕獲さ

れた野生獣から血清を回収した。	 

	 

2)抗 HEV 抗体の検出	 

	 2015 年に作成したマニュアルに従った。	 

	 

3)血清からの HEV 遺伝子検出	 

	 2015 年に作成したマニュアルに従った。	 

	 

4)	 HEV の細胞馴化	 

	 国立感染症研究所ウイルス第 2 部の李先生より

分与していただいた遺伝子型 3 の G3-HEV83-2-27

株をヒト肝がん由来培養細胞 Alexander 細胞

（PLC/PRF/5 細胞）で増殖させ、実験に用いた。

我々の使用ウイルスは分離から13代目のP13であ

る。それを Alexander 細胞へ感染させ、2％FCS 加

培地を 1 週間に 2 回培地の半分を交換しながら感

染細胞を維持した。1 週間に一回、培養上清から

RNA を抽出し、RT-PCR を 25 サイクルで実施し、電

気泳動にてウイルス特異バンドを検出し、2 週続

けて陽性になった場合、ウイルス液を回収した。2

年半かけて、合計 20 代の継代に成功し、P34 ウイ

ルスとした。	 

	 

5）血清から抗 SFTS ウイルス抗体の検出	 

2018 年に作成したマニュアルに従った。	 

	 

6)血清からの SFTSV 遺伝子検出	 

	 2015 年に作成したマニュアルに従った。	 

	 

C.研究結果	 

1)イノシシにおける抗 HEV 抗体保有率	 (表 1)	 

	 我々の研究室では、これまでイノシシ及びシカ

の HEV 感染状況を継続的に調査してきた。日本全

国 15 県のイノシシ 2363 頭中 360 頭が抗 HEV 抗体
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陽性となり陽性率は 15.2%であった。2020 年度は

1 県検査地域が増えた。イノシシにおいては、２

県を除いてすべての都道府県で陽性の個体が見つ

かった。陰性の沖縄では小さな島から回収したイ

ノシシであるため特殊な環境のイノシシと考えて

いい。また、青森での検査数は 4 頭と少なかった

ことが原因であると考えている。本年度の興味深

い結果として、これまで和歌山県ですべての検査

が陰性であったのに対して、本年度陽性の個体が

見つけられた。多くの県が 20%前後の抗体陽性率

であるのに対して、関東地方の千葉と群馬のイノ

シシは 49%、42%と抗体陽性率が高かった（表 1）。	 

	 

2)イノシシにおける抗 HEV 抗体保有率(表 2)	 

	 HEVに対する抗体保有率を性別で比較した結果、

雄 15.2%、雌 19.3%の陽性率で雌雄差は認められな

かった。一方、体重別で比較した結果、30 ㎏以下

の個体では陽性率が 5.8%であったのに対して 30

㎏以上 50kg 以下の個体では 19.0％、50kg より大

きな個体では 24.1％であった。体重 30 ㎏前後の

イノシシが HEV に感染し、抗体が陽転していた。	 

	 

3）イノシシにおける HEV 遺伝子検出（表 1）	 

	 イノシシの血清から HEV 遺伝子の検出を試みた

結果、1471 頭中 25 頭の 1.7％から HEV 遺伝子が

検出された。特に、抗体陽性率が高い千葉県と群

馬県、中程度の抗体保有率であった兵庫県、山口

県、香川県、大分県で遺伝子が検出された。それ

以外の抗体保有率が低程度から中程度の岐阜県、

富山県、愛媛県からは HEV 遺伝子は検出されなか

った	 

	 

4）イノシシにおける HEV 遺伝子検出（表 3 と

表 5）	 

	 性別では雄の方が 2.4%と雌の陽性率の 1.2%よ

り 2 倍ほど陽性率が高かった。また、体重別では

30kg 未満で 3.6%、30-50kg で 1.5%、50kg より大

きい個体で 0.4%と体重が増加するにつれて陽性

率が減少した。	 

	 

5）シカにおける抗 HEV 抗体と HEV 遺伝子検出

（表 4、表 5）	 

	 シカからの抗体検出の結果、全体では 1822 頭中

1 頭(0.1%)抗体のシカが抗体陽性であることが

判明した。遺伝子検出もこれまで 1380 頭調べた

が 1 頭(0.1%)からしか検出されていない。イノシ

シの陽性率に比べると依然として低いものの、シ

カも HEV の感受性動物であることが確認された。

実際、E 型肝炎食中毒の原因食品としてシカ肉は

多数報告されている。	 

	 

6）動物から検出された HEV 遺伝子の系統解析

（表 5、図 1）	 

	 検出された HEV 遺伝子の塩基配列を決定し、系

統樹を作製した。2020 年度は新たな香川県のイノ

シシから HEV 遺伝子が検出され、遺伝子型 3 型で

あった。千葉県・山口県でほぼ毎年同じクラスタ

ーを形成するウイルスが検出されていることがわ

かる。これらは、HEV が野外では維持されている

ことを示している。また、山口県においては、下

関市では遺伝子型 4 が流行しているにもかかわら

ず、岩国では遺伝子型 3 のウイルスが検出されて

いる。県単位ではなく、地域単位で流行している

ウイルスが異なることが判明した。	 

	 

7）迅速診断のための HEV の細胞馴化（表 6、

図 2、図 3）	 

	 HEV に関する研究や診断が進まないのは HEV の

増殖が非常に遅いためである。分与していただい

たウイルスはAlexander細胞で13代継代したもの

であったが、感染後 28 日目でようやく 25 サイク

ルの PCR でバンドが検出された。Real-time	 PCR

でも感染後 21 日目に検出されるのみであった（図

2）。最初の頃は 6 週間に 1 回の継代などを繰り返

した。2 年半で 20 回の継代に成功した。その過程

で、P13 から P17 のウイルスは 25 サイクルの

RT-PCR で検出されるのは、感染後 28 日であった

が、P18-P30 は感染後 21 日、P31-34 は感染後 14

日目に検出されるようになった。理想は感染後 7

日目に検出されるウイルスの作製を目指したが、

これ以上は難しいと判断し、20 代継代を加えた

P34 で解析を進めることとした。P34 と P15	 の

Alexander 細胞での増殖性を定量 RT-PCR で比較し

た結果、P34 では 7 日目より 104 コピー/mL のウイ

ルスが検出された。一方、P15 では 14 日目までウ

イルスは検出されなかった（図 2）。馴化によるウ

イルスへの影響を比較した結果、カプシド蛋白の

P ドメインに集中的に変異が観察された。この領

域が培養細胞での増殖に重要である可能性が示唆

された（図 3）。	 

	 

8）シカ・イノシシにおける抗 SFTSV 抗体保有

率の再評価（表 6，表 7）	 

	 これまでイノシシ及びシカの SFTSV 感染状況を

継続的に ELISA により調査してきた。この ELISA

に関しては Cut-off 値を暫定的に OD	 0.5 と設定し

てきた。しかし、ウイルス中和試験と ELISA との

比較により、ELISA 試験にはかなり非特異反応が

認められることが確認された。より詳細な解析に

より、シカで OD	 0.390、イノシシで OD	 0.160 を

Cut-off 値と設定することが最適であることが示

された。これにより、これまでのすべての検査結
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果を評価しなおした。ウイルス中和試験により、

より正確な検査結果が出た山口県のシカとイノシ

シでの抗体陽性率を比較した。その結果、流行地

と考えられていた山口県でも徐々に陽性率が上昇

していることが認められた。そして、山口県の2015

年以降の陽性率は 80％となり、ほぼすべてのシカ

が感染していることが明らかとなった。イノシシ

もシカに比べれば陽性率は低いが、シカと同様に

陽性率の上昇が観察された。山口県で 2012 年に国

内初の SFTS 患者が報告されたが、陽性率が上昇し

始めた時期と一致しており、SFTS のヒトでの発生

は、野生動物で流行し始める時期と一致している

ことが明らかとなり、野生動物での調査がヒトへ

のリスクを知る上で極めて重要であることが明ら

かとなった。	 

	 

9）シカにおける抗 SFTSV 抗体保有率	 (表 7、

表 8、表 9)	 

	 我々の研究室では、これまで 28 道府県でシカ

3443 頭の抗 SFTSV 抗体保有率の調査を行ってきた。

ELISA での調査では、23 府県のシカ 864 頭に陽性

が認められ、全体では 25.1％のシカに陽性が認め

られた。一方、北海道、岩手、福島、栃木、群馬

で陽性は確認されなかった。宮崎、山口、広島、

島根、和歌山県では 50％以上のシカに陽性が認め

られた。また、千葉、兵庫、愛媛、高知では 20％

以上の陽性個体が見つけられた。これらの結果か

ら、西日本で陽性率が高いこと、東日本にも陽性

率が高い地域が存在することが明らかとなった

（表 7）。	 

	 陽性率において、雌雄差（雄 26.7％、雌 23.3％）

は認められなかったものの、体重が重い 30kg 以上

の個体で高い陽性率（25.3％）が認められている

（表 8）。	 

	 関東で陽性率が高い千葉県での推移を比較した

結果、2016 年以降約 20％、2018 年以降 30％以上

の陽性率となり、シカでの感染率が上昇している

ことが明らかとなっている（表 9）。	 

	 

10）シカにおける SFTSV 遺伝子検出（表 7）	 

	 これまで 6 県 470 頭のシカから SFTSV の遺伝子

検出を試みたが、陽性個体は認められていない（表

7）。	 

	 

11）イノシシにおける抗 SFTSV 抗体保有率（表

10、表 11）	 

	 15 府県のイノシシ 2110 頭の血清から抗 SFTSV

抗体の検出を試みた結果、12 県の 626 頭(29.7%)

から抗 SFTSV 抗体陽性が認められた。10 頭以上の

検査が実施された県では、熊本県で71.4％、山口、

和歌山、香川、大分、愛媛で 20％以上の陽性率と

なっている。一方、栃木、千葉、岐阜、富山では

低い陽性率となっている（表 10）。イノシシにお

ける性別（雄 31.3％、雌 31.25）、体重別（30kg

未満 31.1％、30-50 ㎏	 30.4％、50kg より大きい

個体	 32.5％）で有意な差は認められなかった（表

11）。	 

	 

12）イノシシにおける SFTSV 遺伝子検出（表

10）	 

	 これまで 9 県 615 頭から SFTSV 遺伝子の検出を

試みた。その結果、香川県と愛媛県のイノシシか

ら SFTSV 遺伝子が検出された。全体の陽性率は

0.3％と非常に低く、愛媛県や香川県でも 1％で

あり、イノシシでの陽性率は低い。	 

	 

D.考察	 

1)	 HEV のリスクについて	 

・	 HEV の自然宿主はイノシシである。	 

・	 イノシシの1.7%が捕獲時にウイルスを保有し

ている。	 

・	 子供のイノシシがウイルスを保有している可

能性が高い。	 

・	 地域において長年同じウイルスが保持されて

いる。	 

・	 関東の方が HEV の感染率が高い。	 

	 

2）SFTSV のリスクについて	 

・	 西日本の多くのイノシシ・シカに感染してい

る。	 

・	 感染率が上昇している地域がある。	 

・	 東日本でも低いながらも野生動物で感染して

いる。	 

・	 陽性率は低いながらも捕獲時に血液中にウイ

ルスを保有しているイノシシがいる。	 

	 

3）狩猟者への人獣共通感染症のリスク	 

・	 イノシシの 60 頭に 1 頭（高い地域では 20 頭

に 1 頭）が捕獲時・解体時に HEV ウイルスを

保有している。	 

・	 SFTS のリスクは西日本で高い。	 

・	 患者の発生していない関東でも SFTS 陽性率

が高い地域が存在する。	 

	 

4）HEV 検査について	 

	 HEV は非常に培養細胞での増殖が遅く、適切な

実験動物も存在していなかった。そのため、非常

に解析が困難であった。我々は、細胞での増殖が

速い HEV の作製に成功した。今後の、HEV 研究に

大きく貢献すると期待される。	 

	 

E.結論	 
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1）HEV 遺伝子検出は血清から行なった。血清中に

ウイルスの遺伝子が存在するということは、血管

の分布する食肉も汚染されていると考えられるの

で、食中毒の危険を予測する上で血清から遺伝子

検出することは非常に有用であると考えられる。	 

	 

2）イノシシにおいては体重 30 ㎏前後の子供のこ

ろに感染することが示唆された。30 ㎏以下のウリ

坊の解体並びに食用は特に注意する必要がある。

なお、全体でも 60 頭に 1 頭は捕獲時にウイルスを

保有しているので狩猟者並びに解体者並びに消費

者においては注意が必要である。	 

	 

3）イノシシとシカの両方を総合すると、西日本の

ほとんどの県で SFTS ウイルスが存在しているこ

とが確認された。特に、中国・四国・九州では陽

性率が高かった。また、関東地方でも陽性率が上

昇している地域が明らかとなった。リスクが高ま

っていると判断される。	 

	 

4）SFTSV 遺伝子の検出率は低い。イノシシ 615 頭

中 2 頭(0.3%)から遺伝子が検出されているのみで

ある。遺伝子検出率は低いが、血液中にウイルス

を保有している動物がいることは、この動物の血

液により、解体者などが感染するリスクがあるこ

とを周知徹底すべきである。	 

	 

5）培養細胞に馴化した HEV の作製に成功した。こ

れまでのウイルスよりも倍以上早く増殖すること

から、今後の研究に大きく貢献すると期待される。	 

	 

F.健康危機情報	 

	 なし	 
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1．特許取得	 
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 23 

	 	 

	 

表 1	 全国イノシシ HEV 抗体検出、遺伝子検出	 

	 

抗体検出(ELISA)	 	 

Cut-off 値	 0.437	 	 
遺伝子検出(RT-PCR)	 

	 
検査頭数	 陽性頭数	 陽性率(%)	 

	 
検査頭数	 陽性頭数	 陽性率(%)	 

青森	 4	 0	 0	 
	 
4	 0	 0	 

千葉	 91	 45	 49	 
	 
91	 5	 5	 

群馬	 48	 20	 42	 
	 
48	 1	 2	 

栃木	 220	 12	 5.5	 	 
	 
-	 -	 -	 

岐阜	 144	 8	 5.6	 	 
	 
140	 0	 0	 

富山	 168	 17	 10.1	 	 
	 
168	 0	 0	 

兵庫	 111	 23	 20.7	 	 
	 
77	 2	 3	 

和歌山	 282	 16	 5.7	 	 
	 
100	 0	 0	 

山口	 701	 151	 21.5	 	 
	 
586	 14	 2.4	 	 

愛媛	 122	 25	 20.5	 	 
	 
115	 0	 0	 

香川	 96	 19	 20	 
	 
96	 1	 1	 

大分	 92	 17	 18	 
	 
46	 2	 4	 

鹿児島	 5	 1	 20	 
	 
-	 -	 -	 

熊本	 182	 6	 3.3	 	 
	 
-	 -	 -	 

沖縄	 97	 0	 0	 
	 
-	 -	 -	 

計	 2363	 360	 15.2	 	 
	 
1471	 25	 1.7	 	 

	 

	 

	 

	 

	 

表 2	 全国イノシシ抗 HEV 抗体検出(ELISA)	 

	 

性別	 
	 	 
体重(kg)	 

	 	 計	 
♂	 ♀	 記録なし	 <30	 30-50	 >50	 記録なし	 

検査頭数	 984	 938	 441	 
	 
603	 709	 561	 490	 	 	 2363	 

陽性頭数	 150	 181	 29	 
	 
35	 135	 135	 55	 	 	 360	 

陽性率(%)	 15.2	 19.3	 6.6	 	 	 5.8	 19.0	 24.1	 11.2	 	 	 15.2	 

	 

	 

	 

	 

	 

表 3	 全国イノシシ遺伝子検出(RT-PCR)	 

	 

性別	 

	 

体重(kg)	 

	 
計	 

♂	 ♀	 記録なし	 <30	 30-50	 >50	 記録なし	 

検査頭数	 712	 693	 66	 	 	 362	 522	 462	 125	 	 	 1471	 

陽性頭数	 17	 8	 0	 	 	 13	 8	 2	 2	 	 	 25	 

陽性率(%)	 2.4	 1.2	 0	 	 	 3.6	 1.5	 0.4	 1.6	 	 	 1.7	 



 17 

	 

	 

表 4	 全国シカ HEV 抗体検出、遺伝子検出	 

	 

抗体検出(ELISA)	 

Cut-off 値 0.5	 	 
遺伝子検出(RT-PCR)	 

	 
検査頭数	 陽性頭数	 陽性率(%)	 

	 
検査頭数	 陽性頭数	 陽性率(%)	 

北海道	 79	 0	 0	 	 
	 
-	 -	 -	 

青森	 21	 0	 0	 	 
	 
21	 0	 0	 

千葉	 108	 0	 0	 	 
	 
108	 0	 0	 

群馬	 86	 0	 0	 	 
	 
86	 0	 0	 

岐阜	 294	 0	 0	 	 
	 
294	 0	 0	 

長野	 47	 0	 0	 	 
	 
-	 -	 -	 

山梨	 65	 0	 0	 	 
	 
-	 -	 -	 

和歌山	 106	 0	 0	 	 
	 
-	 -	 -	 

山口	 875	 0	 0	 	 
	 
771	 1	 0	 

愛媛	 45	 0	 0	 	 
	 
45	 0	 0	 

香川	 55	 1	 1.8	 	 
	 
55	 0	 0	 

大分	 12	 0	 0	 	 
	 
-	 -	 -	 

鹿児島	 29	 0	 0	 	 
	 
-	 -	 -	 

計	 1822	 1	 0.1	 	 
	 
1380	 1	 0.1	 
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表 5	 これまで検出された HEV 遺伝子	 

都道府県	 年	 ID	 性別	 体重(kg)	 ELISA 吸光度	 

兵庫	 2010	 Hyogo	 W10178	 ♂	 32	 ND	 

山口	 2010	 Shimonoseki	 	 52	 ♂	 60	 3.5	 

山口	 2010	 Shimonoseki	 	 72	 ♀	 26	 3.5	 

山口	 2010	 Shimonoseki	 	 74	 ♂	 55	 3.5	 

兵庫	 2011	 Hyogo	 W10192	 ♂	 16	 ND	 

山口	 2011	 Shimonoseki	 	 97	 ♀	 10	 3.5	 

山口	 2011	 Shimonoseki	 	 99	 ♀	 10	 0.03	 

山口	 2012	 Shimonoseki	 	 2012-10	 ♂	 41	 0.23	 

山口	 2013	 Shimonoseki	 	 deer	 2013-19	 ♀	 40	 -0.06	 

山口	 2014	 Shimonoseki	 	 2014-174	 ♀	 10	 -0.03	 

山口	 2014	 Shimonoseki	 	 2014-176	 ♂	 10	 0.81	 

千葉	 2015	 Chiba	 	 116	 (CF-P27001)	 ♂	 50	 -0.02	 

山口	 2015	 Shimonoseki	 	 2014-265	 ♂	 27.3	 0.38	 

山口	 2015	 Shimonoseki	 	 2014-267	 ♂	 23	 0.03	 

山口	 2015	 Shimonoseki	 	 2014-276	 ♂	 16	 2.87	 

山口	 2015	 Shimonoseki	 	 2015-90	 ♂	 25	 2.54	 

千葉	 2016	 Chiba	 	 132(CPK-27-18)	 ♂	 30	 3.5	 

千葉	 2016	 Chiba	 	 237	 (	 CF-P28004)	 ♀	 35	 1.86	 

群馬	 2016	 Gunma	 202	 (28-05)	 ♀	 15	 2.46	 

山口	 2017	 Shimonoseki	 2017-52	 ♂	 40	 0.06	 

千葉	 2018	 Chiba	 	 479	 (CPK-4)	 ♂	 26	 0.68	 

山口	 2018	 Iwakuni	 	 81	 ♂	 31	 0.2	 

千葉	 2019	 Chiba	 934	 (CKP-1-7)	 ♂	 40	 2.52	 

大分	 2019	 Oita	 1206	 (大分-40)	 ♂	 N/A	 0.23	 

大分	 2019	 Oita	 1211(大分-45)	 ♀	 N/A	 0.05	 

香川	 2020	 Kagawa	 2-15	 ♀	 10	 0.02	 

	 

	 

	 

	 

	 

表 6	 馴化ウイルスの検出の推移	 

継代数	 	 7	 dpi	 14	 dpi	 21	 dpi	 28	 dpi	 

P13	 to	 P17	 -	 -	 -	 +	 

P18	 to	 P30	 -	 -	 +	 N.D.	 

P31-	 P34	 -	 +	 +	 N.D.	 
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表 7	 全国シカ SFTSV 抗体検出、遺伝子検出	 

	 

抗体検出(ELISA)	 	 

Cut-off 値＝0.390	 	 
遺伝子検出(RT-PCR)	 

	 
検査頭数	 陽性頭数	 陽性率(%)	 

	 
検査頭数	 陽性頭数	 陽性率(%)	 

北海道	 25	 0	 0	 	 
	 

-	 -	 -	 

青森	 22	 1	 5	 	 
	 

21	 0	 0	 

岩手	 66	 0	 0	 	 
	 

-	 -	 -	 

宮城	 135	 21	 15.6	 	 
	 

-	 -	 -	 

福島	 4	 0	 0	 	 
	 

-	 -	 -	 

栃木	 81	 0	 0	 	 
	 

-	 -	 -	 

群馬	 159	 0	 0	 	 
	 

78	 0	 0	 

千葉	 107	 24	 22.4	 	 
	 

73	 0	 0	 

神奈川	 37	 2	 5	 
	 

-	 -	 -	 

山梨	 171	 15	 8.8	 	 
	 

-	 -	 -	 

長野	 200	 4	 2.0	 	 
	 

-	 -	 -	 

岐阜	 401	 5	 1.2	 	 
	 

204	 0	 0	 

静岡	 138	 15	 10.9	 	 
	 

-	 -	 -	 

三重	 104	 13	 12.5	 	 
	 

-	 -	 -	 

滋賀	 141	 17	 12.1	 	 
	 

-	 -	 -	 

京都	 96	 18	 19	 	 
	 

-	 -	 -	 

兵庫	 155	 40	 25.8	 	 
	 

-	 -	 -	 

和歌山	 160	 83	 51.9	 	 
	 

-	 -	 -	 

鳥取	 42	 6	 14	 	 
	 

-	 -	 -	 

島根	 75	 47	 62	 	 
	 

-	 -	 -	 

広島	 37	 24	 65	 	 
	 

-	 -	 -	 

山口	 793	 466	 58.8	 	 
	 

-	 -	 -	 

香川	 55	 1	 2	 
	 

52	 0	 0	 

愛媛	 73	 18	 25	 	 
	 

42	 0	 0	 

高知	 36	 8	 22	 	 
	 

-	 -	 -	 

大分	 36	 3	 8	 	 
	 

-	 -	 -	 

宮崎	 30	 22	 73	 	 
	 

-	 -	 -	 

鹿児島	 64	 11	 17	 	 
	 

-	 -	 -	 

計	 3443	 864	 25.1	 	 
	 

470	 0	 0	 
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表 8	 全国シカ抗 SFTSV 抗体検出(ELISA)	 

	 

性別	 

	 

体重(kg)	 

	 
計	 

♂	 ♀	 記録なし	 <30	 ≧30	 記録なし	 

検査頭数	 1878	 1386	 179	 
	 
392	 2763	 288	 

	 
3443	 

陽性頭数	 502	 323	 39	 
	 
65	 699	 100	 

	 
864	 

陽性率(%)	 26.7	 23.3	 21.8	 
	 
16.6	 	 25.3	 	 34.7	 	 

	 
25.1	 

	 

	 

表 9	 千葉県における抗 SFTSV 抗体保有率の推移	 

	 
2014	 2015	 2016	 2017	 2018	 2019	 合計	 

検体数	 10	 14	 15	 21	 19	 28	 107	 

陽性数	 0	 1	 3	 4	 7	 9	 24	 

陽性率(%)	 0	 7	 20	 19	 37	 32	 22	 

	 

	 

表 10	 全国イノシシ SFTSV 抗体検出、遺伝子検出	 

	 

抗体検出(ELISA)	 

Cut-off 値＝0.160	 	 
遺伝子検出(RT-PCR)	 

	 
検査頭数	 陽性頭数	 陽性率(%)	 

	 
検査頭数	 陽性頭数	 陽性率(%)	 

青森	 4	 0	 0	 
	 
4	 0	 0	 

栃木	 170	 2	 1.2	 	 
	 
-	 -	 -	 

群馬	 46	 0	 0	 
	 
46	 0	 0	 

千葉	 75	 5	 7	 
	 
75	 0	 0	 

岐阜	 144	 4	 2.8	 	 
	 
68	 0	 0	 

富山	 148	 13	 8.8	 	 
	 
65	 0	 0	 

京都	 2	 0	 0	 
	 
-	 -	 -	 

和歌山	 297	 114	 38.4	 	 
	 
100	 0	 0	 

山口	 676	 267	 39.5	 	 
	 
-	 -	 -	 

香川	 96	 36	 38	 
	 
96	 1	 1	 

愛媛	 122	 33	 27.0	 	 
	 
115	 1	 0.9	 

大分	 46	 14	 30	 
	 
46	 0	 0	 

鹿児島	 5	 3	 60	 
	 
-	 -	 -	 

熊本	 182	 130	 71.4	 	 
	 
-	 -	 -	 

沖縄	 97	 5	 10	 
	 
-	 -	 -	 

計	 2110	 626	 29.7	 
	 
615	 2	 0.3	 

	 

	 

表 11	 全国イノシシ抗 SFTSV 抗体検出(ELISA)	 

	 

性別	 

	 

体重	 (kg)	 

	 
計	 

♂	 ♀	 記録なし	 <30	 30-50	 >50	 記録なし	 

検査頭数	 917	 937	 256	 
	 
588	 677	 538	 307	 

	 
2110	 

陽性頭数	 287	 292	 47	 
	 
183	 206	 175	 62	 

	 
626	 

陽性率(%)	 31.3	 31.2	 18.4	 	 
	 
31.1	 	 30.4	 	 32.5	 	 20.2	 	 

	 
29.7	 	 
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図 1	 国内の動物から検出された HEV 遺伝子を用いた系統樹	 

（緑色：本研究班、赤色：2020 年）	 
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図 2	 20 代継代(2 年間)による細胞馴化 HEV の増殖の比較	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 	 	 
	 

図 3	 馴化株 P34 のカプシド蛋白に認められた変異	 
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図 4	 山口県のシカ・イノシシにおける抗 SFTSV 抗体陽性率の推移（ウイルス中和試験）	 
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